
県
宝
が
育
む
人
間
像

学
校
教
育
目
標

学
校
経
営

学校・家庭・地域が連携する
ための情報発信

1 6
３．０
１１

３．２
２

学校評議員会等を活用し、
提言や意見を参考にした学
校運営の推進

2 17
２．９
１６

２．７
２０

地域や関係機関と連携した
安全で信頼される学校づくり

3 10
３．０
１１

２．９
１０

生徒指導方針の確認と指導
体制の確立

4 23
３．０
１１

２．７
２０

5 2
３．３

１
３．２

２

6 3
３．２

２
３．１

４

7 23
２．８
１９

２．８
１２

8 6
３．２

２
３．０

６

職業観・勤労観の育成と進
路意識の向上

9 3
３．２

２
３．３

１

主体的な進路選択及び実
現能力の育成

10 1
３．２

２
３．０

６

実践的指導力の向上 11 10
２．７
２３

２．７
２０

計画的な研修会の実施 12 17
２．９
１６

２．８
１２

社会の変化に対応した教育
観の育成

13 27
２．６
２６

２．６
２９

防災・安全教育 14 29
２．８
１９

２．８
１２

地域・関係機関と連携した
危機管理体制の構築

15 29
２．７
２３

２．７
２０

施設・設備の保全 16 17
２．８
１９

２．８
１２

2.9

2.8

2.6

2.5

2.5

2.8
教室をはじめ体育館、グラウンド等各施設を整備し、
安全性の確保と学習環境の整備をする。

定期的進路ガイダンスをはじめ、生徒の進路相談に
適切に対応するため、個人面談等を充実させる。

進路指導体制の充実

2.7

3.3

3.2

2.7

3.1

3.2

3.4

　　平成30年度　学校自己評価シート 　平成31年2月実施

                                                                     県立宝塚高等学校  学校評価委員会

　校訓
「剛健中正」・・・身も心も健やかであれ！
「誠意正心」・・・正しい心で何事にも一生
懸命であれ！「明朗闊達」・・・明るく活発
にリードをとれ！ 教育方針・・・永遠に立
脚して刹那に努力しよう・・・（１） 真理を愛
し、学問の道にいそしむ人間をつくる。
（２） 明るい学園と、よりよき国家と社会を
きずく人間をつくる。（３） よりよき人生をき
り開くためのたくましさを持った人間をつく
る。

（１） 一人一人の個性や自主性を伸ばすとともに、規律ある生
活習慣、自律性、責任感を育成する。
（２） 「生涯を通じて自ら学ぶ姿勢」の確立を図り、基礎学力と
応用力の充実を目指す。
 
（３） 部活動、学校行事等への積極的参加を通じ、人格の陶
冶と人間性の涵養をはかるとともに生きる力を育む。

（４） 一人一人が自己を正しく理解し、自らの意志で進路を選
択決定し、社会的な自己実現ができるような能力、態度を身
につけさせる。

　校訓を基に教育目標の具現化を図るため、「県宝（Ｋｅｎｐｏ）から未来へ～夢に向かって羽ばたこう！～」の教
育理念のもと、生命の尊厳と人間的なふれあいを基盤とした教育活動を展開する。
　創立５６年の伝統をいかし、学校として新たな飛躍をめざして、家庭や地域の期待に応える「活力ある明るい
学校づくり」に努める。

    　　　4・・よくできた　3・・できた　　2・・あまりできなかった　　1・・できなかった 　数字で回答してください

教職員の資
質の向上と
実践的指導
力の向上

領
域

生徒の内面理解と心の通い
合う指導方法の確立

年度当初に生徒指導方針を確認し、全職員で生徒
指導に取り組む体制を確立する。

心の通い合う生活指導を目的として定め、家庭と密
接な連携を図りながら生徒指導を行う。

心の通い合
う生徒指導
＝心の通い
合う明るい
学校づくり

進路指導

３年間を見据えた進路計画を確立し、「進路のしおり」
を基に全職員による進路指導体制を充実させる。

個人面談の実施やキャンパスカウンセラーによる教
育相談を活用し、生徒の内面理解を図る指導法を確
立し展開する。

学
　
　
校
　
　
運
　
　
営

生徒の将来の進路を見据えたキャリアガイダンスを充
実させる。また、生徒の職業観・勤労観を育成するた
め外部講師による進路講演会等を企画・実施する。

地域・関係機関との連携を密にし、危機管理体制及
び協力関係を築く。

評価
平均

実　　践　　目　　標

本校の特色と取り組みを積極的に広報するために、
ホームページや学年通信等を通じて情報発信を行
う。

前年度の学校評価結果や学校評議員会、育友会等
で得た意見・提言を参考にし、きめ細かな学校運営
を行う。

地域や近隣の学校、関係諸機関との連携を図り、講
師を招聘したり情報を共有し、地域に信頼され愛され
る学校運営を行う。

評価の
観点

信頼され地
域とともに
生きる学校
づくり

評価項目

2.8

2.9

「危機管理マニュアル」を作成し、役割分担の確認、
事前の安全管理の徹底及び危機管理体制を確立す
る。

事前の安全
対策と危機
管理体制の
確立

ＨＲや学年集会、「総合的な学習の時間」などで、生
徒に自らの在り方、生き方を主体的に考えさせること
で、進路を実現するための能力を身につける。

授業公開や研究授業の実施、シラバスの作成等によ
る魅力ある授業づくりに取り組む体制を整え、全教職
員が指導力向上に努める。

危機管理・進路・教務・生徒指導・保健関係等の校内
職員研修を計画的に実施し、教職員の資質・能力を
高める。

職員が保護者や地域住民の要望や意見を把握し、
社会の変化や地域の要望に対応できるよう能力を高
める。

順
位

H29 H28

3.1



17 6
３．０
１１

３．０
６

18 10
２．９
１６

２．７
２０

育友会活動
との連携

学校と育友会の協力体制の
確立

19 10
３．１

７
２．８
１２

学力の向上 学力向上への工夫と実践 20 10
２．８
１９

２．７
２０

各教科の取
り組み

各教科の工夫と実践 21 10
２．６
２６

２．６
２９

総合的な学
習の時間

内容の工夫と進路指導との
連携

22 3
３．１

７
２．８
１２

23 10
３．１

７
３．１

４

24 17
３．０
１１

２．８
１２

特別活動
生徒の自主・自律の精神を
育む

25 6
３．２

２
２．９
１０

人権教育
互いを思いやり尊重し、命
や人権を大切にする心の涵
養

26 23
２．７
２３

２．７
２０

環境・福祉
教育

共に生きる社会の構築や環
境を守ることへの理解を深
める指導の推進

27 17
２．６
２６

２．５
３１

特色類型における教育課程
上の工夫改善

28 17
２．５
３０

２．８
１２

中高連携強化 29 23
２．６
２６

２．７
２０

地域貢献事業の充実 30 29
２．５
３０

２．７
２０

国際交流活動の推進 31 27
３．１

７
３．０

６

2.9

2.8

2.6

3.1

2.7

2.8

2.8

2.7

2.5

3.1

2.9

2.9

2.9

2.9

3.2

個に応じた
学習指導の
在り方

学校運営全
般学

校
運
営

課
　
題
　
教
　
育

公開授業週間の実施や授業評価をし、指導技術の
向上を図る。

学校の特色
化

教
　
育
　
課
　
程

国際交流活動を積極的に推進し、生徒の国際的視
野の拡大を図る。

「福祉・ボランティア活動」の実践と地域環境整備の
実践を通して、地域に本校の取組みを積極的にア
ピールする。

学年及び部の円滑な運営

指導形態・方法の工夫

地域の中学校と定期的に連絡会を実施し、情報交換
や連携を深める。学習活動や部活動での交流を図
る。

平成２７年度に導入したヒューマンサイエンス類型に
ついて、生じた課題を精査し、充実・発展させる。

福祉施設との交流や奉仕活動を通して、生徒の福祉
に対する関心を高める。また、日常の清掃活動や地
域の清掃活動を通して環境教育を行う。

保護者に学校行事への参加や授業参観を呼びか
け、学校の取組みを理解していただくとともに支援と
協力体制を確立する。

教育目標の具現化のため、各部・学年の重点目標と
具体的な取組みを計画的に推進する。

全職員が個々の分掌を意欲的に責任を持って遂行
することで、「人づくり」に一丸となった教職員体制を
つくる。

３年間を通して計画的に人権ＬＨＲを実施する。ま
た、特別支援学校との連携事業を実施するなど、生
徒の人権意識を高揚させるために適切な人権教育を
行う。

公開授業や研究授業を通して、積極的に効果的な
指導方法を研究する。

進路指導と連携した「総合的な学習の時間」の実践
について、内容の充実を図り、生徒の主体的に学ぶ
意欲を向上させる。

生徒の多様化が進む中、習熟度別授業や少人数指
導を積極的に導入し、基礎基本の確実な定着と学力
差への対応を図る。

シラバスや年間指導計画を作成し、生徒が自ら、関
心・興味を持って、授業選択が出来るようにする。

生徒会主催の行事を実施し、計画・立案・実行を責
任をもって行わせ、リーダーシップの養成と生徒の自
主・自律の精神を育む。



平成３０年度 県立宝塚高等学校・生徒評価 全学年  
平成３１年２月 

県立宝塚高等学校 学校評価委員会 

 

４：そう思う  ３：だいたいそう思う  ２：あまりそう思わない  １：そう思わない 

 

番号 項 目 ４ ３ ２ １ 平均 

①   ホームページを通して、学校の情報がよく伝わってくる。 ５８ 

7.5% 

３５１ 

45.5% 

２３６ 

30.6% 

１２６ 

16.3% 
２．４ 

②  学年通信や保健だよりなどを通して必要な情報が得られている。 １２９ 

16.7% 

４５９ 

59.5% 

１４１ 

18.3% 

４２ 

5.4% 
２．９ 

③  面談週間や学校カウンセリングなど悩みを相談する機会が多い。 ４９ 

6.4% 

２６０ 

33.7% 

２００ 

25.9% 

２６２ 

34.0% 
２．１ 

④  生徒理解に基づいた生活指導が行われている。 ６７ 

8.7% 

３３８ 

43.8% 

２３１ 

30.0% 

１３５ 

17.5% 
２．４ 

⑤  マナーやルールについての指導が十分行われている。 １５３ 

19.9% 

４１０ 

53.2% 

１５２ 

19.7% 

５５ 

7.1 
２．９ 

⑥  授業はわかりやすいように工夫されている。 ７２ 

9.4% 

４６１ 

59.9% 

１８５ 

24.1% 

５１ 

6.6% 
２．７ 

⑦  授業内容や進み具合（スピード）が実態に合っていると思う。 ７３ 

9.5% 

４５３ 

58.9% 

１９３ 

25.1% 

５０ 

6.5% 
２．７ 

⑧  家庭での宿題や課題の内容・分量は適切である。 ９５ 

12.3% 

３９２ 

50.9% 

１８９ 

24.5% 

９４ 

12.2% 
２．６ 

⑨  学校は進路に関する情報をよく提供してくれる。 １３９ 

18.1% 

４１８ 

54.3% 

１７０ 

22.1% 

４３ 

5.6% 
２．８ 

⑩  進路決定のための学習や行事が十分行われている。 １５３ 

19.9% 

４２７ 

55.5% 

１４０ 

18.2% 

４９ 

6.4% 
２．９ 

⑪  人権講演会や HR など、人権についての指導がよく行われている。 １５２ 

19.7% 

４６４ 

60.3% 

１２５ 

16.2% 

２９ 

3.8% 
３．０ 

⑫  ホームルーム活動や学校行事は生徒の主体性が活かされている。 ９８ 

12.7% 

４６１ 

59.9% 

１６４ 

21.3% 

４７ 

6.1% 
２．８ 

⑬  学校行事（文化祭・体育大会・球技大会・文化鑑賞会）は充実して

いる。 

１１１ 

14.4% 

３５３ 

45.8% 

２０３ 

26.4% 

１０３ 

13.4% 
２．６ 

⑭  部活動は生徒の自主的な活動を尊重したものになっている。 １５６ 

20.2% 

４０２ 

52.1% 

１４２ 

18.4% 

７１ 

9.2% 
２．８ 

⑮  体験活動やボランティア活動は活発である。 ５２ 

6.7% 

３４９ 

45.3% 

２７８ 

36.1% 

９２ 

11.9% 
２．５ 

⑯  校舎や廊下・トイレは学習・生活環境として整備され、安全で清潔

である。 

２２ 

2.9% 

１６３ 

21.1% 

２３１ 

30.0% 

３５５ 

46.0% 
１．８ 

⑰  非常時に対応した体制や訓練がよくなされている。 ５３ 

6.9% 

３５３ 

45.8% 

２６６ 

34.5% 

９９ 

12.8% 
２．５ 

⑱  姉妹校との交流など、国際的視野や英語への関心を高める行事が活

発である。 

７４ 

9.6% 

４０４ 

52.4% 

２１４ 

27.8% 

７９ 

10.2% 
２．６ 

⑲  学校は落ち着いて安心して過ごせる場所だと思う。 ９０ 

11.7% 

３７５ 

48.6% 

２１１ 

27.4% 

９５ 

12.3% 
２．６ 

⑳  この学校に入学してよかったと思っている。 １４１ 

18.3% 

３７７ 

48.9% 

１５３ 

19.8% 

１００ 

13.0% 
２．７ 

 



52名 41名 39名

H29順位 H28順位

4 3 2 1 平均 平均

1.9 2.6

1

3

4

4

10

2

6

9

2.8 3.1

9 8

2.1

10

2.6

8

4

8

4 1

2.4 2.3

2.8

6

2.8

10

2.9 2.9

4 6

2.8 2.8

7

2

3.0

1 1

3.3

4

4

2.8

3

平成30年度　県立宝塚高等学校の教育活動に関する育友会役員による評価項目

県立宝塚高等学校　学校評価委員会

平成31年１月実施

52

3.3

平均

7

52

52

3.1

52

2.8

52

3.0

52

3.2

2.4

52

3.0

52

2.5

52

2.9

順位

52

2.8

4

４:そう思う　 ３:だいたいそう思う　 ２:あまりそう思わない　 １:そう思わない     　

評価欄  (%)

1

2

人
数

％

6

人
数

％3

人
数

さまざまな学校行事や教育活動を通じ
て、心豊かな人づくりにつながる活動が行
われていると思われますか。

％

人
数

％

本校は、「県宝（Ｋｅｎｐｏ）から未来へ
～夢に向かって羽ばたこう！～」を教育理
念にしていますが、校訓や教育方針、各学
年の重点目標などが、ご家庭に伝わってい
ますか。

7

8

9

10 ％

人
数

5

人
数

％

人
数

％

人
数

％

4

7.7%

4

25.0%

12

23.1%

人
数

％

人
数

％

8

7

13.5%

17

7.7%

4

32.7%

15.4%

7.7%

59.6%

3

5.8%

3

5.8%

13

31

59.6%

31

80.8%

38

73.1%

35

67.3%

42

37

20

69.2%

71.2%

38.5%

7.7%

39

75.0%

23

44.2%

36

11

21.2%

4

11.5%

8

15.4%

5

9.6%

6

3

6

26

5.8%

11.5%

0.0%

50.0%

0.0%

10

19.2%

20

38.5%

0

0.0%

0

3

5.8%

0

0.0%

1.9%

6

11.5%

0

1

2.9

4

3.0

2

3.8%

3.1

3

評　価　す　る　内　容

ホームページや学年通信などで本校の情
報がご家庭に正しく伝わっていますか。

　學校の教育活動と育友会との連携を図る
ため、学校の教職員は育友会の役員会や行
事に積極的に協力していると思われます
か。

登下校時のバス指導、あいさつ、マナー
の指導、服装指導などを行っていますが、
きめ細かな生徒指導が行われていると思わ
れますか

　進路ガイダンス、大学教授等による模擬
授業などを行っていますが、進路実現に向
けた進路指導が行われていると思われます
か。

早朝・放課後の補習、7時間目の授業な
どを行っていますが、きめ細かな学習指導
が行われていると思われますか。

早朝、放課後の部活動やさまざまな学校
行事を行っていますが、生徒が主体的に活
動していると思われますか。

人権に関するホームルームや講演会、特
別支援学校との交流などを行っています
が、他者に対する思いやりの心や命を大切
にする教育が行われていると思われます
か。

ボランティア活動や地域貢献活動などを
行っていますが、地域に積極的に貢献してい
ると思われますか。

3.8%

0

0.0%

2


